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嵯峨谷「縁」の会
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人と人とのつながり「縁」
嵯峨谷は若者の流出が進み、このままいくと５年後、10年後には廃村
の危機になるだろうということで、３年前から橋本市に相談していまし
た。さまざまな検討を進める中で、今年、総務省の支援事業が採択され、
今回のプロジェクトを進めることになりました。嵯峨谷「縁」の会には
集落内の全世帯が加入し、地域全体が一つになり、人と人との「縁」を
大切にして、課題を乗り越えていこうと取り組んでいます。

嵯峨谷の未来を見据えて
嵯峨谷「縁」の会代表 吉

よ し だ
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嵯峨谷の良い所を伝えたい
この事業では大阪芸術大学と連携を密にし、学生からは、おも
しろい提案をたくさんもらっています。その一つに、高野口山村
体験交流促進センターの舞台付近を「こどもの国」として改修し、
砂場や積み木、その場でバーベキューができる道具などを入れる
器を設置する計画があり、楽しいものができると期待しています。
これができればお子さん連れの家族などで当地がにぎわいます
し、将来的に移住も進んでいくのではと思っています。
この事業を通じ、嵯峨谷の良さを自分も再認識するとともに、
皆さんにもお伝えしていきたいと思います。
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プロジェクトの実施内容

●ドローンを農業に活用し、農薬散布などの作
業負担の軽減を図り、集落営農を進めます。

●災害発生時のライフライン確保のため、運搬
用ドローンを整備し、操作者を育成します。

●集落内の狭い道を地元住民の協働で補修し、
高齢者も安心して圏内移動ができる環境を整
えます。

●体験イベントの参加者や、連携している大阪
芸術大学の学生を中心に、地域の担い手とな
る嵯峨谷サポーターズを組織します。

●大学との協働でドローンを活用したＰＲ動画
を作成し、嵯峨谷の魅力を発信します。

●地域住民だけでは実施が困難になりつつある
農作業や草刈りなどの共同作業を体験イベン
トとして実施します。

●子育て世代の交流人口を増やすため、自然環
境を生かした親子参加型の体験メニューを実
施します。

●地域内外の交流を促進するため、特産品を提
供するカフェスペースを設置するとともに、
地域産品を活用した新商品を開発します。

●空き家調査や、移住相談窓口の設置により移
住を推進します。

●地域の伝統行事「嵯峨谷の神踊り」を学生と
の協働でデータ保存し、後世へ伝承します。

●近隣の小学生や嵯峨谷サポーターズを対象に
体験会を開催し、地域内外における「嵯峨谷
の神踊り」の認知度向上を図ります。

●老人クラブの協力を得て地域の史実を文書化
し、地域内外の関係者に配布します。

先進的技術を活用した
安全・安心な生活の実現関係人口創出による担い手の確保移住交流の推進伝統文化の継承
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